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「ミルキープリンセス」は、縞葉枯病抵抗性を備えた栽培特性の優れる低アミロース米品種を育
成することを目標に、「関東１６３号」を母、「鴻（こう）２７２」を父とする交雑組み合わせから育成さ
れた品種である（「鴻２７２」は、「コシヒカリ」の低アミロース性突然変異系統であり、「ミルキーク
イーン」の姉妹系統）。１９９７年から「関東１９４号」の地方系統名で、関係府県に配付して地域適応性
を検討すると共に、品質・食味等の特性を調査した。２００３年に「水稲農林３８７号」として登録され、
「ミルキープリンセス」と命名された。この品種の特性は以下の通りである。
１．出穂期及び成熟期は「ミルキークイーン」より２日程度早く、育成地では“早生の晩”に属す
る粳種である。耐倒伏性は「ミルキークイーン」より強く“強”である。

２．収量性は、育成地における標肥栽培（N成分：６～８kg／a）では「ミルキークイーン」を１０％
程度下回るが、多肥栽培（N成分：１０～１４kg／a）では「ミルキークイーン」並である。

３．低アミロース性遺伝子Wx-mqを保有し、白米のアミロース含有率は約９％の低アミロース米
品種である。炊飯米の粘りは「コシヒカリ」に優り、「ミルキークイーン」並である。食味総
合評価値は、「コシヒカリ」、「ミルキークイーン」並の“上中”である。

４．縞葉枯抵抗性遺伝子 Stvb-iを保有し、同病害に対して“抵抗性”である。
５．Wx-mq及び Stvb-i遺伝子を併せ持つ低アミロース米品種は、現時点で本品種以外には育成さ
れていないことから、２遺伝子のDNA鑑定法（佐藤ら（２００２）、斎藤ら（１９９９））を併用する
ことで、「ミルキープリンセス」は他の水稲品種との識別が可能である（２００７年現在）。

以上の特性から、「ミルキープリンセス」は縞葉枯病常発地や肥沃地向けの低アミロース米品種
として、普及・活用が期待される。
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with low-amylose content in endosperm
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Abstract

“Milky Princess” is a new paddy rice cultivar with low-amylose content in the endosperm
that was developed by the National Institute of Crop Science in 2002. This cultivar was selected
from a cross between “Kanto 163” and “Ko 272” conducted in 1991. “Kanto 163” is a promising
line that harbors the rice stripe virus resistance gene, Stvb-i. “Ko 272” is a sibling line of a low-
amylose content cultivar, “Milky Queen”, and the low-amylose content in the endosperm is con-
trolled by the novel allelle Wx-mq on the Wx locus.
Line “Kanto 194” was selected from the cross at the F5 generation. “Kanto 194” has been

subjected to local adaptability tests since 1997. It was officially registered as “Milky Princess
(Paddy Rice Norin 387)” by the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries of Japan in 2003.
Its main characteristics are as follows;

“Milky Princess” is a non-glutinous cultivar with dull endosperm, of which the grain appear-
ance can be readily distinguished from that of the waxy and non-glutinous endosperm. The dull
endosperm is controlled by the Wx-mq gene and the amylose percentage in the endosperm is
about 9%. Therefore, the cooked rice of “Milky Princess” is sticky and its eating quality is compa-
rable to that of “Milky Queen” or “Koshihikari”, the finest cultivars for eating quality in Japan.
The heading and maturing dates of “Milky Princess” are 2 days earlier than those of “Milky

Queen”. So, its maturity is classified as “early” in the Kanto region. The lodging resistance of
“Milky Princess” is superior to that of “Milky Queen” and classified as “strong”. Its yield of
brown rice is about 10% less than that of “Milky Queen”. “Milky Princess” possesses the Stvb-i
gene and shows resistance to the rice stripe virus.
DNA diagnostic tests of the two genes Wx-mq and Stvb-i have already been established

(Patents No. 3569746 (Sato et al. 2002) and No.3069662 (Saito et al. 1999)). With the exception of
“Milky Princess”, no other cultivars harboring both genes have been developed. It is possible to
identify “Milky Princess” at the molecular level using the two diagnostic methods mentioned
above.
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コメの生産過剰及び国民一人あたりのコメ消

費量の低下に応じて、コメの新たな需要拡大を

推進するために、新たな付加価値を持つ低アミ

ロース米、低アレルゲン米、色素米及び巨大胚

米などの「新形質米」の育成が独立行政法人（旧

農林水産省）の試験研究機関を中心に行われて

きた。新形質米のうち、胚乳のアミロース含量

が一般の粳米より低い（アミロース含量：５～

１５％程度）低アミロース米は、１）炊飯米の粘

りが強く、冷えても硬くなりにくい、２）米菓

製造時の膨化性が高いという特性を持つ（佐藤

２００２）。これらの特性により、低アミロース米

は通常の炊飯米としての利用の他に、ブレンド

用や調理・加工米飯（炊き込みご飯、おこわ、

おにぎり、チルド寿司及び膨化玄米）、及びソ

フト米菓に用いられている（佐藤２００２）。

低アミロース米の作付け第一位品種は、「ミ

ルキークイーン」であり、２００５年度には、全国

で２４１１ha 作付けされている（農林水産省総合

食料局 ２００６）。「ミルキークイーン」は「コシ

ヒカリ」の突然変異原処理によって育成された

品種であり、炊飯米の粘りが強く食味が極めて

良い（伊勢ら２００１）。また、アミロース含量の

年次間変動が低アミロース米品種の中では比較

的小さいことから（伊勢ら２００１、舘山ら２００５）、

市場評価が高い品種である。しかしながら、「ミ

ルキークイーン」は、原品種の「コシヒカリ」

と同様、長稈で倒伏しやすく、病害虫に弱い欠

点がある（伊勢ら２００１）。このため、低アミロ

ース米の生産をより安定化させるために栽培特

性の優れた低アミロース米品種が求められてい

る。

本稿で紹介する「ミルキープリンセス」は、

「ミルキークイーン」の姉妹系統を親とする低

アミロース米品種で、「ミルキークイーン」並

の低アミロース性を持ち、炊飯米の食味も「ミ

ルキークイーン」並に良好である。また「ミル

キープリンセス」は、縞葉枯病抵抗性を備えて

おり、さらに耐倒伏性に優れ、多肥栽培でも安

定して栽培できる特性を持つ。以上の点から、

「ミルキープリンセス」は、縞葉枯病常発地や

肥沃地向けの低アミロース米品種として普及が

見込まれる。東北地方の生産者団体に「ミルキ

ープリンセス」の耐倒伏性に優れた点が評価さ

れ、同品種は秋田県及び福島県において産地品

種銘柄に認定されおり（農林水産省総合食料局

２００６）、今後地域ブランド米としての活用が期

待されている。

本品種の育成過程における特性検定の大部分

は、農林水産省の研究プロジェクト「需要拡大

のための新形質水田作物の開発（１９８９～１９９４年

度）」において行われた。米の成分・理化学的

調査、耐病性等の特性検定試験、並びに奨励品

種決定調査試験を実施して頂いた、旧農林水産

省試験研究機関、水稲育種指定試験地、並びに

府県の関係者のご協力に感謝する。また、本品

種育成にあたり、圃場管理にご尽力頂いた中央

農業総合研究センター業務２科及び１科の各位

に謝意を表する。

「ミルキープリンセス」は、縞葉枯病抵抗性

を備え、耐倒伏性に優れた低アミロース米品種

の育成を目標に、縞葉枯病抵抗性・耐倒伏性強

の良食味の粳系統「関東１６３号」を母とし、低

アミロース米系統「鴻２７２」を父とする交雑の

後代より育成された品種である。「ミルキープ

� 緒 言

� 育成の経過
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リンセス」の系譜を図１に示した。「鴻２７２」は、

化学突然変異剤メチルニトロソウレア（MNU）

を用いて、「コシヒカリ」より誘発した低アミ

ロース性突然変異系統であり、この系統は「ミ

ルキークイーン」と同じM１個体に由来する。

次に育成経過を表１に示す。１９９１年に農業研

究センター（現 作物研究所）において人工交

配を行った。１９９２年にＦ１を栽培し、１９９３年に

Ｆ２世代を集団栽培した。１９９４年にＦ３世代にお

いて、玄米の白濁度及び短稈性に着目した個体

選抜を行い、以後は系統栽培により選抜・固定

を図ってきた。１９９６年に「鴻５６１」の系統番号

で生産力検定試験及び特性検定試験に供試し

た。１９９７年以降は「関東１９４号」の地方系統名

を付して関係府県に配付し、地域適応性を検討

してきた。２００３年９月に「水稲農林３８７号」と

して登録された。同年の世代はF１２である。な

お、同品種は２０００年に種苗法に基づく品種登録

に出願している（登録番号：第１１２３４号）。

１ 一般特性

「ミルキープリンセス」の移植時の葉色は「ミ

ルキークイーン」並の“中”であり、苗丈及び

本田における初期の草丈は「ミルキークイーン」

より短い“中”である（表２）。止葉は「ミル

キークイーン」より直立し、稈の太さは「ミル

キークイーン」並の“やや太”であり、稈質は

「ミルキークイーン」より硬い“やや剛”であ

る（表２）。「ミルキープリンセス」は、「ミル

キークイーン」より稈長が約１６cm短い“中稈”

で、穂長はやや短く、穂数はやや少なく（表３）、

“中間型”の草型を持つ（写真１）。粒着密度

図１ ミルキープリンセスの系譜図

表１ ミルキープリンセスの選抜経過

� 特 性

１９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２

交配 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７ Ｆ８ Ｆ９ Ｆ１０ Ｆ１１
栽植 系統群数 １ １ １ １ １ １ １

系統数 １２ ５ ５ ５ ５ ５ ５ １０

個体数 １０４０

選抜 系統群数

系統数 １ １ １ １ １ １ １ １

個体数 １２ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５

選抜系統名 鴻５６１ 関東１９４号

６６ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



は「ミルキークイーン」より高く“やや密”で

あり、ふ色及びふ先色は“黄白”である（写真

２）。芒の多少は“稀”で、芒の長短は“極短”

である。脱粒性は“難”である（表２）。

「ミルキープリンセス」の出穂期及び成熟期

は「ミルキークイーン」より２日程度早く（表

３）、育成地では“早生の晩”に属する粳種で

ある。耐倒伏性は「ミルキークイーン」より強

く“強”であり、紋枯病の被害及び下葉枯れ程

度は「ミルキークイーン」並である（表３）。「ミ

ルキープリンセス」の収量性は、育成地におけ

る標肥栽培（N成分：６～８kg／a）では「ミ
ルキークイーン」を１０％程度下回るが、多肥栽

培（N成分：１０～１４kg／a）では「ミルキーク
イーン」並である。玄米千粒重は「ミルキーク

イーン」並の“やや小”である（表４）。

２ 病害抵抗性

「ミルキープリンセス」のいもち病真性抵抗

性遺伝子型は、菌系別の接種試験の結果より、

「ミルキークイーン」及び「コシヒカリ」と同

じ“＋型”であると推定される（表５）。育成

地及び７ヶ所の特性検定試験地における、葉い

もちに対する畑晩播検定及び穂いもちに対する

水田圃場検定の結果を総合すると、「ミルキー

プリンセス」の葉いもち及び穂いもち圃場抵抗

性は、共に「ミルキークイーン」及び「コシヒ

カリ」よりやや優る“やや弱”である（表６、

表７）。「ミルキープリンセス」の白葉枯病圃場

表２ ミルキープリンセスの特性観察調査成績

表３ 移植栽培におけるミルキープリンセスの生育

表４ 移植栽培におけるミルキープリンセスの収量及び品質

品種名
移植時 止葉

の直立
稈 芒

ふ先色 穎色
粒着
密度

脱粒
難易

粳糯
の別苗丈 葉色 細太 剛柔 多少 長短

ミルキープリンセス 中 中 立 やや太 やや剛 稀 極短 黄白 黄白 やや密 難 粳

ミルキークイーン 長 中 やや垂 やや太 やや柔 稀 極短 黄白 黄白 中 難 粳

コシヒカリ 長 中 やや垂 やや太 やや柔 稀 極短 黄白 黄白 中 難 粳

施肥
水準

品種名
出穂期

（月 日）
成熟期

（月 日）
稈長
（cm）

穂長
（cm）

穂数
（本／m２）

倒伏
程度

紋枯病
下葉枯れ
程度

標肥 ミルキープリンセス ８．０２ ９．０６ ７４．３ １８．８ ３４４ ０．２ １．８ ２．４

ミルキークイーン ８．０３ ９．０８ ９０．０ １９．８ ３６１ ４．６ １．２ ３．５

コシヒカリ ８．０４ ９．０９ ９１．０ ２０．２ ３４９ ４．８ ２．６ ３．７

多肥 ミルキープリンセス ８．０２ ９．０９ ７９．７ １９．０ ３８０ ０．５ ３．３ ３．４

ミルキークイーン ８．０４ ９．１０ ９６．０ １９．９ ４１２ ８．４ ２．７ ４．９

コシヒカリ ８．０４ ９．０８ ９２．３ ２０．０ ３９６ ７．８ ２．９ ３．９

施肥
水準

品種名
全重

（kg／a）
玄米重
（kg／a）

同比較
比率（％）

屑米重
歩合（％）

玄米
千粒重（g）

玄米品質

総合 腹白 心白 乳白 光沢 色沢 粒揃

標肥 ミルキープリンセス １３４．４ ５２．６ ９０ １．３ ２０．７ ４．８ ０．０ １．５ ０．５ ４．７ ５．０ ４．８

ミルキークイーン １５７．０ ５８．９ １００ ２．６ ２０．３ ４．９ ０．０ ０．０ ２．３ ５．０ ５．０ ４．６

コシヒカリ １５５．６ ６０．３ １０３ ３．３ ２１．１ ５．１ ０．５ ２．０ ２．５ ４．３ ５．０ ４．５

多肥 ミルキープリンセス １４６．８ ５８．３ １００ １．９ ２０．６ ４．８ ０．０ ０．０ １．５ ５．０ ５．０ ５．０

ミルキークイーン １５６．３ ５８．２ １００ ４．３ １９．７ ５．１ ０．０ ０．０ ２．０ ５．０ ５．０ ５．０

コシヒカリ １５７．２ ６０．４ １０４ ４．３ ２０．６ ５．４ ０．０ ２．５ ２．０ ５．０ ５．０ ５．０

注）育成地における２００２年の成績

注１）標肥は１９９６～２００２年、多肥は１９９７～２００２年平均。
注２）耕種概要：４月１５～２４播種、５月１５～２０日移植。栽植密度３０×１５cm，１株３本植。
注３）施肥水準：標肥：N＝６～８kg／１０a、多肥：N＝１０～１４kg／１０a。
注４）倒伏程度：０（無）～９（甚）の１０段階評価。
注５）紋枯病の被害及び下葉枯れ程度：０（無）～５（多）の６段階評価。

注１）標肥は１９９６～２００２年、多肥は１９９７～２００２年平均。
注２）耕種概要及び施肥水準は表３と同じ。
注３）品質（総合、光沢、色沢、粒揃）：１（上上）～９（下下）、品質（腹白、心白、乳白）：０（無）～７（甚）の達観判定。
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表６ ミルキープリンセスの葉いもち圃場抵抗性検定

表５ ミルキープリンセスのいもち真性抵抗性遺伝子の推定

図２ ST10プライマーによる縞葉枯病抵抗性遺伝子 Stvb-i の検出

品種名
及び
比較品種・系統名

接種菌株名（コード番号）

推定遺伝子型稲８６－１３７
（００７．０）

TH６８－１２６
（０３３．１）

TH６８－１４０
（０３５．１）

２４－２２－１－１
（０３７．１）

ミルキープリンセス S S S S ＋

ミルキークイーン S S S S ＋

コシヒカリ S S S S ＋

新２号 S S S S ＋

愛知旭 S S R S Pi a
藤坂５号 S R S S Pi i
クサブエ R S S S Pi k
ツユアケ R S S S Pi k-m
フクニシキ R R R R Pi z
ヤシロモチ R R R R Pi ta
Pi No．４ R R R R Pi ta-2
とりで１号 R R R R Pi z-t
K６０ R S S S Pi k−p
BL１ R R R R Pi b
K５９ R R R R Pi t

品種名
推定

遺伝子型

作物研究所 愛知山間 東北農研センター 宮城古川 福島相馬

１９９６～２００２年 １９９８年 １９９８年 １９９９～２０００年 ２００２年 総合判定

発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定

ミルキープリンセス ＋ ５．１ やや弱 ７．８ 中 ５．９ やや弱 ６．６ 中 ５．１ やや弱 やや弱

ミルキークイーン ＋ ５．５ やや弱～弱 － － － － － － － － 弱

コシヒカリ ＋ ５．９ 弱 ８．９ 弱 － － － － ５．３ 弱 弱

ササミノリ ＋ － － ６．４ 中 ４．１ やや強 ６．３ 中 ３．０ 強 やや強

黄金錦 ＋ ４．７ 強 － － － － － － － － 強

日本晴 ＋ ５．１ 中 － － － － ７．０ 中 － － 中

農林２９号 ＋ ６．２ 弱 ９．６ 弱 － － － － － － 弱

注）噴霧接種による。表中のＳは罹病性反応、Ｒは抵抗性反応を示す。２００５年実施。

注１）愛知山間：愛知県農業総合試験場山間技術実験農場、宮城古川：宮城県古川農業試験場、福島相馬：福島県農業試験場相馬支場。
注２）数値は０（無）～１０（甚）の１１段階での発病程度を示す。
注３）作物研究所は１９９６～２００２年の平均値。宮城古川は１９９９年と２０００年の平均値。
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抵抗性は「日本晴」より弱く、「ミルキークイ

ーン」並の“中”である（表８）。「ミルキープ

リンセス」は、縞葉枯病に対して抵抗性を示す

（表９）。さらに、ST－１０プライマーを用いた

DNA鑑定により、「ミルキープリンセス」は、

「あさひの夢」と同じ縞葉枯病抵抗性遺伝子

Stvb-iを保有することが示された（図２）。こ
の結果、「ミルキープリンセス」には、パキス

タン品種「Modan」由来の縞葉枯病抵抗性が

「青い空」及び「関東１６３号」を経て導入され

たと推定される（図１）。

３ 障害耐性

「ミルキープリンセス」の障害型耐冷性は、

「コシヒカリ」に及ばない。育成地では「ミネ

アサヒ」より優る“やや強”、広島県農業技術

センター高冷地研究部及び宮城県古川農業試験

場では、それぞれ「アキヒカリ」並の“やや弱”

及び、「大空」より劣る“中”であったが、総

表７ ミルキープリンセスの穂いもち圃場抵抗性検定

表８ ミルキープリンセスの白葉枯病抵抗性検定

品種名
推定

遺伝子型

作物研究所
現地圃場

（茨城県常陸大宮市）
島根赤名 茨城農総セ

１９９８～２００２年 ２００２～２００４年 １９９７年 １９９８、２００２年

発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定

ミルキープリンセス ＋ ３．７ やや弱 ４．９ やや弱 ７．０ やや弱 ４．５ 中

ミルキークイーン ＋ ４．２ やや弱 ５．４ 弱 － － － －

コシヒカリ ＋ ４．４ やや弱 ５．６ 弱 － － ７．３ 弱

ササミノリ ＋ ２．０ 中 － － － － － －

黄金錦 ＋ － － － － － － － －

日本晴 ＋ ２．４ 中 ３．９ 中 ８．５ 弱 ４．０ 中

農林２９号 ＋ ５．１ 弱 ６．０ 弱 － － － －

品種名

岡山北部 愛知山間 福島相馬

総合判定
１９９９、２００２年 ２０００年 ２００２

発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定

ミルキープリンセス ７．３ やや弱 １．８ 強 １．６ 中 やや弱

ミルキークイーン － － － － － － 弱

コシヒカリ ９．０ 弱 ７．３ やや弱 ４．０ 弱 弱

ササミノリ ７．０ 中 ６．４ 中 ２．７ 弱 中

黄金錦 ７．５ やや弱 ７．１ 中 － － やや弱

日本晴 ６．５ 中 ７．１ 中 １．４ 中 中

農林２９号 － － ９．０ 弱 － － 弱

品種名
作物研究所 長野南信 総合

判定発病程度 判定 発病程度 判定

ミルキープリンセス ３．７ 中 ２．３ やや強～中 中

ミルキークイーン ４．４ 中 － － 中

コシヒカリ ４．８ 中 － － 中

日本晴 ２．６ やや強 － － やや強

秋晴 － － ４．５ 弱 弱

注１）島根赤名：島根県農業試験場赤名分場、茨城農総セ：茨城県農業総合センター、岡山北部：岡山県農業試験場北部分場、愛知山間：愛
知県農業総合試験場山間技術実験農場、福島相馬：福島県農業試験場相馬支場。

注２）数値は０（無）～１０（甚）の１１段階での発病程度を示す。
注３）作物研究所は１９９８～２００２年の平均値。現地圃場は２００２～２００４年の平均値。茨城農総セは１９９８年と２００２年の平均値。岡山北部は１９９９年と
２００２年の平均値。

注１）長野南信：長野県南信農業試験場
注２）剪葉接種による結果。数値は１（無病徴）～９（全葉枯死）の９段階で評価し

た発病程度を示す。
注３）作物研究所は１９９６年、１９９７年、１９９９年、２０００年、２００１年及び２００２年の平均値。
注４）長野南信は１９９８年、１９９９年、２０００年及び２００２年の平均値。
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合的に判定すると“中”である（表１０）。「ミル

キープリンセス」の穂発芽性は、「コシヒカリ」、

「ミルキークイーン」より劣り、「日本晴」並

の“中”である（表１１）。

表９ ミルキープリンセスの縞葉枯病抵抗性検定

表１０ ミルキープリンセスの障害型耐冷性検定

表１１ ミルキープリンセスの穂発芽性検定

品種及び
系統名

作物研究所 岐阜県農業技術研究所 近畿中国四国農業研究センター（福山）

２００２年 ２００２年 １９９９年 ２００２年

発病率（％）１） 判定 罹病株率（％）２） 判定 発病指数３）（杜稲比）４） 判定 発病指数３）（杜稲比）４） 判定

ミルキープリンセス １１．１ 抵抗性 １．４ 抵抗性 １２．０ （１７．０） 抵抗性 ０．０ （０．０） 抵抗性

月の光 ０．０ 抵抗性 － － － － － １．１ （０．５） 抵抗性

日本晴 ６６．５ 罹病性 ２０．８ 罹病性 － － － １４．９ （７２．３） 罹病性

ハツシモ － － ７０．０ 罹病性 － － － － － －

あさひの夢 － － ０．０ 抵抗性 － － － － － －

農林８号 － － － － ８９．６ （１２０．９） 抵抗性 ２７．６ （１３３．９） 罹病性

St-No．１ － － － － ６．４ （８．６） 抵抗性 ０．１ （０．５） 抵抗性

陸稲農林１１号 － － － － １２．５ （１６．９） 抵抗性 ０．１ （０．５） 抵抗性

杜稲 － － － － ７４．１ （１００） 罹病性 ２０．６ （１００） 罹病性

品種名

作物研究所１） 広島高冷地２） 宮城古川３）
総合
判定

１９９６～２００２年 １９９８年 ２００２年

不稔歩合（％） 判定 出穂期 不稔歩合（％） 判定 出穂期 不稔歩合（％） 判定

ミルキープリンセス ５８．４ やや強 ８．０３ ６０．９ やや弱 ８．３０ ９６．７ 中 中

コシヒカリ ２５．９ 極強 － － － ８．３１ ６８．７ 極強 極強

ミネアサヒ ８２．５ 中 － － － － － － 中

月の光 ９２．０ 弱 － － － － － － 弱

アキヒカリ － － ７．３０ ６５．８ やや弱 － － － やや弱

ホウレイ － － － － － ９．０５ ６１．２ 強 強

大空 － － － － － ９．０１ ８８．１ やや強 やや強

農林２１号 － － － － － ８．２９ ９９．７ 弱 弱

品種名
発芽率（％）

平均指数 総合判定
１９９６年 １９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年

ミルキ－プリンセス ３８ ７０ ８ ２３ ４６ ３６．６ 中

コシヒカリ ５３ ２０ ８ １３ ５２ ２８．８ 難

ミルキクイーン － ２０ ８ １８ ５４ （２４．６） 難

日本晴 ８０ ５ １８ ２０ ６１ ３６．７ 中

１）保毒虫接種による幼苗検定。
２）圃場における自然発病株率。
３）発病指数は以下の計算式で算出。

１００A＋８０B＋６０Bt＋４０Cr＋２０C＋５D
発病指数＝

調査個体数
A：生育不良で病葉が枯死した個体数、B：生育不良で病葉は枯死しない個体数、Br：Bと同様であるがやや生育が良好な個体数、
C：生育良好で淡黄色散点状、条斑状の病斑を持つ個体数、Cr：Cと同様で病斑が多少捲葉する個体数、D：生育が極めて良好な個体数。

４）杜稲の発病指数を１００とした値。

１）恒温水槽を用いた簡易検定。水温１９．５℃、水深２０cm。
２）広島高冷地：広島県立農業技術センター高冷地研究部。冷水かけ流し圃場、水温１７℃、水深２０cm
３）宮城古川：宮城県古川農業試験場。冷水かけ流し圃場、水温１９℃、水深２５cm

注１）作物研究所における成績。３０℃・湿度１００％に設定した育苗器に、出穂３０日後に採取した切り穂を静置した。
処理後５～７日目に、発芽率（％）を達観調査。

注２）（ ）内の数字は１９９８－２００１年の平均値。
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１ 玄米の形状及び搗精

「ミルキープリンセス」の玄米の長さ及び幅

は、「ミルキークイーン」及び「コシヒカリ」

並であり、玄米粒形及び粒大は「ミルキークイ

ーン」、「コシヒカリ」と同じ“中”であるが、

玄米の粒厚は、両比較品種より厚い（表１２）。

縦目篩による粒厚の調査においても、玄米の粒

厚はこれらの品種より厚く、７０％以上の粒が２．０

mm以上であった（表１３－１、表１３－２）。

「ミルキープリンセス」の玄米の外観品質は、

標肥及び多肥栽培においても、「ミルキークイ

ーン」及び「コシヒカリ」並で（表４）、“中中”

である。「ミルキープリンセス」の適搗精時の

搗精歩合は「ミルキークイーン」並であり、「コ

シヒカリ」よりやや低い（表１４）。また、適搗

精における精米白度は、「ミルキークイーン」

並であり、「コシヒカリ」より高い（表１４）。

２ 米のアミロース及びタンパク質含有率

「ミルキープリンセス」は、「ミルキークイー

ン」と同じ低アミロース性遺伝子Wx-mqを保
有する（Sato et al．２００２）。この遺伝子を保有
する品種は、他の粳米品種及び、「スノーパー

ル」等の他の低アミロース米品種とDNA鑑定

により容易に識別ができる（図３）。表１５に「ミ

ルキープリンセス」及び他の低アミロース米品

種の白米におけるアミロース含有率及びタンパ

ク質含有率を示した。「ミルキープリンセス」

の３ヶ年のアミロース含量の平均値は９．０％で

� 品質、食味特性

表１３－１ ミルキープリンセスの玄米の粒厚分布

表１３－２ ミルキープリンセスの玄米の粒厚分布

表１２ ミルキープリンセスの玄米の形状

品種名
粒長
（mm）

粒幅
（mm）

粒厚
（mm）

粒長／
粒幅

粒長×
粒幅

粒形 粒大

ミルキープリンセス ５．０７ ２．９５ ２．１０ １．７２ １４．９６ 中 中

ミルキークイーン ５．２０ ２．９４ ２．０１ １．７７ １５．２７ 中 中

コシヒカリ ５．１３ ２．９０ １．９３ １．７７ １４．８６ 中 中

品種名
試験
年度

縦目篩い目別の重量（％）

１．６mm未満 １．６－ １．７－ １．８－ １．９－ ２．０－ ２．１mm以上

ミルキープリンセス ２００１ ０．２ ０．１ ０．８ ４．２ ２１．５ ５１．６ ２１．５

ミルキークイーン １．１ ２．９ ８．２ ２７．０ ４０．１ １９．１ １．６

コシヒカリ １．３ １．７ ７．４ ３１．５ ３８．９ １７．７ １．５

ミルキープリンセス ２００２ ０．２ ０．１ ０．８ ４．８ １８．６ ５６．０ １９．５

ミルキークイーン １．３ ３．１ ６．９ １９．４ ４０．４ ２６．１ ２．８

コシヒカリ ０．０ ０．１ １．３ １４．０ ３６．０ ４０．８ ７．７

品種名
縦目篩い目別の重量（％）

１．６mm未満 １．６－ １．７－ １．８－ １．９－ ２．０－ ２．１－ ２．２mm以上

ミルキープリンセス ０．０ ０．１ ０．２ ２．１ ６．２ ３６．２ ４７．５ ７．８

ミルキークイーン ０．４ ０．５ １．２ １２．０ ３１．２ ４７．５ ６．７ ０．３

日本晴 ０．０ ０．４ ２．４ １５．４ ４０．７ ３６．０ ４．７ ０．３

注）整粒２０粒について調査。２００１～２００２年の平均。

注１）作物研究所における調査値。
注２）玄米２００gを段篩で７分間振とう。３反復の平均値。

注）食品総合研究所穀類特性研究室における調査値。
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あり、「ミルキークイーン」及び「朝つゆ」等

の他の低アミロース米とほぼ同じ含有率を示し

た。しかしながら、アミロース含有率の年次間

変動に着目した場合、Wx-mq遺伝子を保有す
る「ミルキープリンセス」及び「ミルキークイ

ーン」の変動係数は、それぞれ１０．９及び１１．９％

であり、「スノーパール」、「はなぶさ」及び「朝

つゆ」の変動係数４２．１、２１．６及び１９．８％より明

らかに小さな値を示した。舘山ら（２００５）は、

種々の遺伝資源に由来する低アミロース米系統

を用いて登熟気温の変動に対するアミロース含

有率の変動幅を調査した結果、Wx-mq遺伝子
を保有する低アミロース米系統のアミロース含

有率の変動幅が比較的小さいことを指摘してい

る。本研究の結果も舘山ら（２００５）の知見と一

致するものであり、登熟気温変動に対するアミ

ロース含有率の安定性という点において、「ミ

ルキープリンセス」は「ミルキークイーン」と

図３ ミルキープリンセスの低アミロース性遺伝子Wx−mq の検出

表１４ ミルキープリンセスの搗精試験

品種名
玄米水分
含有率（％）

搗精時間（秒）

４０ ５０ ６０ ７０ ８０

ミルキープリンセス １３．５ 搗精歩合（％） ９１．１ ９０．３ ８９．５ ８９．０ ８８．７

胚芽残存歩合（％） １２．３ １０．３ ６．３ １．０ ０．０

精米白度 ３９．６ ４１．０ ４３．１ ４４．５ ４５．７

ミルキークイーン １３．７ 搗精歩合（％） ９０．６ ８９．５ ８９．０ ８８．５ ８７．７

胚芽残存歩合（％） １５．３ ８．７ ５．３ ２．３ ０．０

精米白度 ４０．８ ４２．８ ４４．０ ４４．２ ４５．１

コシヒカリ １３．６ 搗精歩合（％） ９０．２ ９０．７ ８９．８ ８９．５ ８９．１

胚芽残存歩合（％） ８．０ ２．７ ２．０ ０．０ ０．０

精米白度 ３８．２ ３９．３ ４０．１ ４１．６ ４３．０

注１）粒厚１．７５mm以上の玄米１００gを供試。試験用搗精機「Kett TP－２型」で搗精。
注２）精米白度は「kett－C３００－３」により測定。
注３）胚芽残存歩合は１００粒を調査。
注４） は、適搗精時の搗精歩合を示す。
注５）適搗精時の判定は、昭和４６年農林水産省試験研究機関及び指定試験申し合わせによる基準。

すなわち、�糠の残存度：背側溝に溝全長のほぼ１／２程度、�胚の残存度：胚の総量の１０～１５％
で、原形をとどめる胚がほとんど見られない状態。

注１）NM３９１：低アミロース米品種「彩」、「はなぶさ」及び「朝つゆ」等の遺伝資源
注２）PCR反応条件：２０p mol のプライマー４種（Ｗ１，Ｗ２，Ｗ３及びＷ４）、５０ng DNA、０．２mM dNTP、２．５U パ
ーキンエルマー社製Ampli-Taq ポリメラーゼを含む反応溶液５０μl を、９４℃１分間、６９℃１分間及び７２℃２分間の温度
条件で２８サイクル反応後、さらに７２℃で４分間反応。実験に使用したプライマーの塩基配列は以下の通りである。

Ｗ１：５’－ＧＧＴＧＡＧＧＴＴＴＴＴＣＣＡＴＴＧＣＴＡＣＡＡＧＣＡ－３’
Ｗ２：５’－ＧＣＣＣＴＧＧＴＡＧＧＡＧＡＴＧＴＴＧＴＧＧＡＴ－３’
Ｗ３：５’－ＣＡＡＧＴＡＣＧＡＣＧＣＡＡＣＣＡＣＧＧＴＡＡＧ－３’
Ｗ４：５’－ＧＧＴＧＧＡＣＴＡＧＡＣＧＡＴＣＴＧＧＧＴＴＣＡＡ－３’

７２ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



表１５ ミルキープリンセスのアミロース含有率及びタンパク質含有率

表１６－１ ミルキープリンセスの炊飯米食味官能試験値

品種名 生産地
アミロース含有率（％） 変動

係数（％）
タンパク質含有率（％）

１９９８年 １９９９年 ２０００年 平均 標準偏差 １９９８年 １９９９年 ２０００年 平均 標準偏差

ミルキープリンセス 作物研 ８．４ ８．４ １０．１ ９．０ ０．９８ １０．９ ７．３ ７．３ ６．７ ７．１ ０．３５

ミルキークイーン 作物研 － ８．２ ９．７ （９．０）（１．０６） １１．９ － ７．１ ６．９ （７．０） （０．１４）

スノーパール 東北農研 １３．４ １０．８ ５．３ ９．８ ４．１４ ４２．１ ７．３ ６．１ ５．９ ６．４ ０．７６

はなぶさ 北農研 １２．６ １１．８ ８．２ １０．９ ２．３４ ２１．６ ６．７ ６．９ ６．９ ６．８ ０．１２

朝つゆ 中央農研・北陸 ７．２ １０．５ １０．３ ９．３ １．８５ １９．８ ６．４ ５．３ ５．２ ５．６ ０．６７

日本晴 作物研 ２１．４ ２０．１ １９．８ ２０．４ ０．８５ ４．２ ８．３ ７．９ ７．５ ７．９ ０．４０

コシヒカリ 中央農研・北陸 １６．６ １７．７ １７．９ １７．４ ０．７０ ４．０ ６．２ ６．０ ５．６ ５．９ ０．３１

品種名
標準品種に対する食味値

標準品種
試験年月日
（パネラー数）総合評価 粘り やわらかさ 光沢

ミルキープリンセス １．３２ ＊＊ １．６８ ＊＊ １．４２ ＊＊ １．４７ ＊＊ 日本晴 ９６．１２．１３

ミルキークイーン １．７４ ＊＊ ２．００ ＊＊ １．６８ ＊＊ １．４２ ＊＊ （１９）

コシヒカリ １．７４ ＊＊ １．３７ ＊＊ ０．９０ ＊＊ ２．００ ＊＊

ミルキープリンセス ０．９６ ＊＊ １．３６ ＊＊ １．００ ＊＊ １．２３ ＊＊ 日本晴 ９６．１２．２０

コシヒカリ １．０５ ＊＊ １．２７ ＊＊ １．０５ ＊＊ １．１８ ＊＊ （２２）

ミルキープリンセス １．４１ ＊＊ １．７６ ＊＊ １．００ ＊＊ ０．７１ ＊＊ 日本晴 ９７．１２．０５

ミルキークイーン １．４１ ＊＊ １．８２ ＊＊ ０．８２ ＊＊ ０．８８ ＊＊ （１７）

コシヒカリ ０．９４ ＊＊ ０．８８ ＊＊ ０．４７ ＊＊ ０．４７ ＊＊

ミルキープリンセス １．００ ＊＊ １．００ ＊＊ ０．９４ ＊＊ ０．８２ ＊＊ キヌヒカリ ９８．１１．１８

コシヒカリ ０．７６ ＊＊ １．００ ＊＊ ０．７１ ＊＊ ０．８２ ＊＊ （１７）

あきたこまち ０．５３ ＊＊ ０．４１ ０．３５ ＊ ０．６５ ＊＊

ミルキープリンセス ０．４０ ＊ ０．４７ ０．２０ ０．６７ ＊＊ キヌヒカリ ９９．１１．４

ミルキークイーン ０．２７ ０．８７ ＊＊ －０．０７ ０．４７ ＊＊ （１５）

コシヒカリ ０．４７ ＊＊ ０．４７ ＊＊ ０．４７ ＊ ０．４０ ＊

ミルキープリンセス ０．４７ ＊＊ ０．８０ ＊＊ ０．００ ０．６０ キヌヒカリ ９９．１２．０６

ミルキークイーン ０．６０ ＊＊ ０．５３ ＊＊ ０．００ ０．３３ （１５）

コシヒカリ ０．４７ ０．１３ ０．２０ ０．１３

ミルキープリンセス ０．２０ ０．４０ ０．０７ ０．２０ キヌヒカリ ９９．１２．１４

ミルキークイーン －０．２７ －０．４０ －０．１３ －０．３３ （１５）

日本晴 －０．６０ ＊＊ －０．５３ ＊＊ －０．３３ －０．５３ ＊＊

ミルキープリンセス ０．５７ ＊＊ ０．８７ ＊＊ ０．３９ ０．１３ キヌヒカリ ００．１１．１０

コシヒカリ ０．３０ ０．８３ ＊＊ ０．３５ ０．２２ （１７）

あきたこまち －０．０９ －０．０４ ０．００ －０．２２

ミルキープリンセス ０．１３ ０．３５ ＊＊ ０．０４ ０．４１ キヌヒカリ ００．１１．１３

ミルキークイーン ０．３０ ０．５７ ＊＊ ０．２６ ０．６８ ＊＊ （１６）

コシヒカリ ０．３０ ＊＊ ０．３５ ０．６１ ＊＊ ０．３６

ミルキープリンセス ０．０４ ０．２９ ０．０４ －０．１７ キヌヒカリ ００．１１．２７

ミルキークイーン ０．５８ ＊ ０．６７ ＊＊ ０．４２ ＊ ０．３８ ＊ （１１）

コシヒカリ ０．５８ ＊＊ ０．５８ ＊＊ ０．３３ ０．２５

ミルキープリンセス －０．１４ ０．３９ ０．０７ －０．３９ ＊＊ コシヒカリ ０２．０１．１６

ミルキークイーン －０．１４ ０．５７ ０．１１ －０．６４ ＊＊ （２８）

日本晴 －１．１１ ＊＊ －０．８２ ＊＊ ０．４６ ＊＊ －０．７５ ＊＊

ミルキープリンセス －０．２３ ０．３０ ＊ ０．１０ －０．２７ ＊ コシヒカリ ０２．０１．１５

どんとこい －０．５０ ＊＊ －０．４０ ＊＊ －０．１０ －０．５ ＊＊ （３０）

ミルキープリンセス －０．５０ ＊＊ －０．０９ ０．３２ －０．５ ＊＊ コシヒカリ ０２．１２．０６

ミルキークイーン －０．３２ ０．３８ ０．１８ －０．３６ ＊ （２１）

ミルキープリンセス －０．０９ ０．３９ ０．０９ －０．１３ コシヒカリ ０２．１２．２５

ミルキークイーン ０．０４ ０．４８ －０．０９ －０．３９ ＊ （２３）

月の光 －１．１７ ＊＊ －０．７０ ＊＊ －０．１３ －０．９６ ＊＊

注１）食品総合研究所穀類特性研究室の測定値。アミロース含有率はヨウ素呈色比色法による測定値。タンパク質含有率はケルダール法によ
る測定値。

注２）（ ）内の数字は、２ケ年の平均及び標準偏差。

注１）作物研産の標準品種を基準（０）とする官能評価：－３～＋３の７段階評価。総合評価及び光沢では、
＋は基準より良く、－は基準より劣ることを示す。粘りでは、＋は強く、－は弱いことを示す。やわら
かさでは、＋は硬く、－は軟らかいことを示す。

注２）＊、＊＊ それぞれ５％及び１％水準で標準品種と有意差有り。
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同様、他の系譜の低アミロース米品種より優れ

ていることが示された。一方、「ミルキープリ

ンセス」のタンパク質含有率は７．１％であり、「日

本晴」の７．９％より低いものの、「コシヒカリ」

や他の低アミロース米品種と比較すると、わず

かに（０．３～１．５％）高い傾向が認められた（表

１５）。

３ 食味特性及び食味間連形質

「ミルキープリンセス」の炊飯米の粘りは、

「日本晴」、「キヌヒカリ」及び「コシヒカリ」

より強く、「ミルキークイーン」並であり、食

味総合評価は「日本晴」に優り、「コシヒカリ」、

「ミルキークイーン」並の“上中”である（表

１６－１、表１６－２）。

一方、各種測定機器により計測した「ミルキ

ープリンセス」の精米粉の物理化学的性質は、

典型的な低アミロース米の特徴を示した。ブラ

ベンダーアミログラムで測定した「ミルキープ

リンセス」の糊化特性は、「ミルキークイーン」

並であり、「日本晴」と比べて最高粘度及びブ

表１６－２ ミルキープリンセスの炊飯米食味官能試験値

表１９ ミルキープリンセスの炊飯米のテクスチャー

表１７ ミルキープリンセスの糊化特性

表１８ ミルキープリンセスの炊飯特性

品種名 生産年
標準品種に対する評価値 標準

品種
試験年月日
（パネラー数）総合評価 外観 香り 味 粘り 硬さ

ミルキープリンセス １９９８ ０．３３＊ ０．１７ －０．０６ ０．３３ ０．２８ －０．２８ 日本晴 ９９．０２．０８

ミルキークイーン ０．１１ ０．２８ －０．１１ ０．０６ ０．０６ －０．１１ （１８）

こいごころ －０．１７＊ ０．００ －０．１７ －０．１１ ０．００ ０．０６

ミルキープリンセス ２００１ ０．２５ ０．２０ ０．０５ ０．２５ ０．４５ －０．５５ 日本晴 ０２．０２．０４

コシヒカリ ０．１０ ０．３０ ０．００ ０．１０ ０．２０ －０．１５ （１８）

品種名 最高粘度 最低粘度 最終粘度 ブレークダウン コンシステンシー

ミルキープリンセス ３４６ １１４ １８５ ２３２ ７１

ミルキークイーン ３８４ １２０ １９６ ２６４ ７７

日本晴 ３１３ １２６ ２３９ １８７ １１３

品種名
加熱吸水率
（％）

膨張容積
（ml）

ヨード呈色度
（OD６００）

溶出固形物
（ｇ）

ミルキープリンセス ３３６．７ ３６．８ ０．１３７ ０．０６５９

ミルキークイーン ３４１．２ ３６．０ ０．１３３ ０．０３５８

日本晴 ３１６．０ ３６．４ ０．２２１ ０．０４０３

品種名

食品総合研究所穀類特性研究室 穀物検定協会中央研究所

１９９９年 １９９８年 ２００１年

硬さ（kgf）
H

粘り（（kgf）
－H

バランス度
－H／H

硬さ（kgf）
H

粘り（（kgf）
－H

バランス度
－H／H

硬さ（kgf）
H

粘り（（kgf）
－H

バランス度
－H／H

ミルキープリンセス ２．４４ ０．８０ ０．３３ ２．５１ ０．７５ ０．３０ ２．３３ ０．７０ ０．３０

ミルキークイーン ２．３７ ０．７７ ０．３２ ２．６１ ０．７１ ０．２７

日本晴 ２．７７ ０．７０ ０．２６ － － － － － －

こいごころ － － － ３．４８ ０．６３ ０．１８ － － －

コシヒカリ － － － － － － ２．９６ ０．６６ ０．２２

注１）穀物検定協会における試験。
注２）滋賀県産の日本晴を基準（０）とする官能評価：－３～＋３の７段階評価。総合評価、外観及び味では、＋は基準より良く、－は基準よ
り劣ることを示す。香り及び粘りでは、＋は強く、－は弱いことを示す。硬さでは、＋は硬く、－は軟らかいことを示す。

注３）＊ ５％水準で標準品種と有意差有り。

注１）食品総合研究所穀類特性研究室における調査値。１９９８～２０００年の平均。
注２）ブラベンダーアミログラムにより測定。表中の値の単位はB．U．。

注１）食品総合研究所穀類特性研究室における調査値。１９９９～２０００年の平均。

注１）テンシプレッサー（タケトモ電気）による測定値。米飯１０～２０粒について調査。

７４ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



レークダウンは大きく、コンシステンシーは小

さい（表１７）。また、炊飯特性において、「ミル

キープリンセス」の加熱吸水率及び膨張容積は

「日本晴」、「ミルキークイーン」並であるが、

ヨード呈色度は「日本晴」より小さく、「ミル

キークイーン」並である（表１８）。テンシプレ

ッサーで計測した「ミルキープリンセス」の炊

飯米のテクスチャーは、「ミルキークイーン」

並であり、「コシヒカリ」、「日本晴」及び「こ

いごころ」と比較すると、表層の硬さは小さく、

粘りが大きいため、バランス度が大きい（表１９）。

「ミルキープリンセス」の炊飯米の粘りの強い

特性に着目した商品が開発されており、福島県

産の玄米を使用したレトルトご飯が、ふっくら

とした食感が特徴の玄米ご飯として通信販売さ

れている。

「ミルキープリンセス」は１９９７年から２００２年に

かけて、温暖地を中心とする２４県３５試験地で奨

励品種決定基本調査に供試された。その有望度

一覧を表２０に示した。「ミルキープリンセス」

の収量性は、全体的に比較品種より低い傾向を

示したが、例えば１９９７年度の岐阜県農業技術セ

ンターにおける標肥栽培試験では、比較品種の

１２９％の収量比を示しており、同品種を比較品

種より多収と評価した試験も複数あった。また

４県で奨励品種決定調査の本試験が行われた

が、奨励品種として本品種を採用した県はなか

った。長野県では、本試験において“やや有望”

との評価を得たが、２００１年当時、同県では自県

育成の低アミロース米品種「ねばりごし」の普

及を目指していたこともあり、結果的に採用に

は至らなかった。次に、配付先で有利又は不利

と評価された主な形質を図４に示した。有利と

評価された事例が相対的に多い形質は、食味及

び倒伏であり、逆に不利と評価された形質は、

収量及び粒大であった。以上の結果から、「ミ

ルキープリンセス」の配付先における品種特性

として、倒伏に強い良食味品種であるが、低ア

ミロース米であることから千粒重がうるち米よ

りやや小さく、一般に少収であるということが

示された。

� 配付先における試験成績

図４ 奨励品種決定基本調査における有利形質と不利形質（1997～2002年成績の累計）
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「ミルキープリンセス」の成熟期は、「コシヒ

カリ」及び「ミルキークイーン」並の“早生の

晩”であり、東北南部地域以南の平坦部に適す

る。耐冷性が「コシヒカリ」より劣る“中”程

度であるため、山間部への作付けは避ける。収

量を確保するためには比較的多肥栽培が必要で

あるが、極端な多肥は食味を低下させるので避

ける必要がある。いもち病抵抗性が“やや弱”

で不十分であるため、適期防除に留意する。

「ミルキープリンセス」は、実際の系譜上では

低アミロース米品種「ミルキークイーン」の姪

に当たるが、「ミルキークイーン」の良食味を

受け継ぐと共に、栽培特性を改良した事に因み、

「ミルキークイーン」の娘の意味で命名された。

伊勢一男・赤間芳洋・堀末登・中根晃・横尾政

雄・安東郁男・羽田丈夫・須藤充・沼口賢

治・根本博・古館宏・井辺時雄（２００１）低ア

ミロース良食味品種「ミルキークイーン」の

育成．作物研究所研究報告２：３９－６１．

農林水産省総合食料局（２００６）平成１７年産 米

穀の品種別作付け状況（米麦の出荷等に関す

る基本調査結果）

斎藤由里子・斎藤 浩二・岩崎 真人・藤井

潔・遠山孝通・井澤敏彦（１９９９）イネ縞葉枯

病抵抗性を間接的に識別できる分子マーカ

ー．特許３０６９６６２号

佐藤宏之（２００２）良食味米の遺伝と育種 －低

アミロース米育成の現状と展望－．農業及び

園芸，７７：２０－２８．

佐藤宏之・鈴木保宏・井辺時雄・坂井真（２００２）

低アミロース米品種ミルキークイーン及び同

系統品種に特異的なＤＮＡ断片、プライマー

及び品種識別方法．特許３５６９７４６号

Sato, H., Y. Suzuki, M. Sakai and T. Imbe

(2002) Molecular Characterization of Wx-mq,
a novel mutant gene for low-amylose con-

tent in endosperm of rice (Oryza sativa L.),
Breed. Sci., 52：131－135.

舘山元春・坂井真・須藤充（２００５）イネ低アミ

ロース系統の登熟気温による胚乳アミロース

含有率変動の系統間差異．育種学研究７：１

－７．

� 栽培適地及び栽培上の留意点

� 命名の由来及
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付表 ミルキープリンセス特性一覧

旧系統名 関東１９４号 交配組み合わせ 関東１６３号／鴻２７２

特性 長所
１．低アミロース性で良食味
２．倒伏に強い
３．縞葉枯病に抵抗性

短所
１．標肥では低収である。

採用県と普及
見込み面積

採用県なし

調査地 茨城県 作物研究所

栽培条件 早期移植・標肥 早期移植・多肥

調査年次 １９９６～２００２年 １９９７～２００２年

品種名 ミルキープリンセス ミルキークイーン コシヒカリ ミルキープリンセス ミルキークイーン

熟期 早生晩 早生晩 早生晩 早生晩 早生晩

草型 中間 中間 中間 中間 中間

出穂期（月．日） ８．０２ ８．０３ ８．０４ ８．０２ ８．０４

成熟期（月．日） ９．０６ ９．０８ ９．０９ ９．０９ ９．１０

稈長（cm） ７４ ９０ ９１ ８０ ９６

穂長（cm） １８．８ １９．８ ２０．２ １９．０ １９．０

穂数（本／m２） ３４４ ３６１ ３４９ ３８０ ４１２

芒の多少・長短 稀・極短 稀・極短 稀・極短 稀・極短 稀・極短

ふ先色 黄白 黄白 黄白 黄白 黄白

脱粒性 難 難 難 難 難

耐倒伏性 強 弱 弱 強 弱

穂発芽性 中 難 難 中 難

いもち病抵抗性
＋ ＋ ＋ ＋ ＋

推定遺伝子型

葉いもち病耐病性 やや弱 弱 弱 やや弱 弱

穂いもち病耐病性 やや弱 弱 弱 やや弱 弱

白葉枯病耐病性 中 中 中 中 中

縞葉枯病耐病性 抵抗性 罹病性 罹病性 抵抗性 罹病性

玄米収量（kg／a） ５２．６ ５８．９ ６０．３ ５８．３ ５８．２

収量対標準比（％） ８９ １００ １０２ １００ １００

玄米千粒重（g） ２０．７ ２０．３ ２１．１ ２０．６ １９．７

玄米品質 中中 中中 中中 中中 中中

食味 上中 上中 上中 上中 上中

アミロース含有量 低 低 やや低 低 低

７８ 作物研究所研究報告 第９号（２００８．３）



写真２ 籾および玄米（左：「ミルキープリンセス」、中央：「ミ

ルキークイーン」、右：「コシヒカリ」）

写真１ 草姿（左：「ミルキープリンセス」、中央：「ミルキーク

イーン」、右：「コシヒカリ」）
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